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序 文

矢吹町 と大信村との境 界東、東北 自動 車 道西側の山林 約15haを 地元（株 ）県南

開発 よ り工業用団地造成 の計画があ り調 査 しました。

調査 に当 っては日本考古 学協会会員永 山倉造氏に依頼 し実施 しました。

今回の 造成予定地は、隈 戸川流域で早 くか ら文化の開けた所 であ り、大 和久

館跡や堰 の上遺跡な ど矢吹 町の歴史を知 る うえで重要 な地 域 であります。 こ う

した事 か ら、町 として も今 回の開発につ いては（株）県南 開発 と充分に話 し合 い

文化財 の保 護、保全の意味 からも大和久 館 跡 を緑地帯 と して残すことにつ いて

心 よく了承 していただ きま した。

今 後 も町 として文化財 の保護、保全に 全 力 をあげると共 に町民の方に文化 財

について一 層のご理解 とご協 力をお願い す る ものであります。

最後 に 、調査にご協 力 くださいました 関係 者の皆さまに 感謝すると共に 、こ

の報告 書が今後の調査 、研 究 にご活用い た だければ幸いに 存 じます。

昭和58年11月1日

矢吹町教育委員会教育長

円 谷 行 雄



調 査 要 項
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例 言

1本 書は、矢吹町大字大和久に所在す る大和久遺跡発 掘調査の報告 書 である。

2本 調査は （県南開 発KK） による工業 団地造成に先 だつ事前調査 で 、調査費

は原因者負担に よる。

3本 書に掲 載 した 図面 は真船 高年、 関根保夫、小針 久子 、渡辺恵美 、大 野昌

子が実測 ・トレー スを行ない、写真撮影 は永 山祐三 が行 なった。

4本 書に収録 した遺物実測図は、土器 を1／3・石器 を1／2縮尺 として統一 し、そ

れぞれにスケー ルを付 している。

5本 書の執 筆及び編集 は永山倉造が担 当 した。発行 の責任は矢吹町教育委員

会にある。

6遺 跡位置図は、 国土地理院 （五万分一 ）地形図 を使 用 した。
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第1編 大和久遺跡

第1章 位置と環境

第1節 遺跡の位置 と地 理的環境

大和久館 及び大和久遺跡は 、矢吹町大字大和久 字堰 の上にあ り、東は東北 自動 車道に接

している。館 跡は大和久丘陵 の最 高所にあ り、南部 は大信村 に接 している。 この館 跡の南

は隈戸川が西 方 の中新城か ら東 に流れ、館のあ る丘陵の東麓 でカーブ し北流す る。

矢吹町の丘 陵 ・台地 と低地 はそれぞれの地形 に対 応した地質 に よって構成 され ている。

丘陵は石英安 山岩質の凝灰岩 とこの二次堆積物 か ら構成され てお り、台地は礫 ・砂 ・粘土

といった埋積 谷堆積 物で構成 され、また新 しい低地 については、阿武隈川 ・隈戸 川流域は

砂 ・礫で構成 されてお り、台地 を刻む谷の低地 は 、砂 ・シル ト粘 土で構成 されて いる。

第2節 歴 史的環境 と付 近の遺跡

矢吹町の歴 史は陣ヶ岡遺跡か ら発見された成 田型刃器によると、その年代は約3万 年前

にまで溯る もの で、歴史の古 さを物語るもの であ る。

その後縄 文時代 になると下 荒具C遺 跡の縄文 早期の遺跡があ り、松房池上 、西原 、渡池、

赤沢山など前期 の遺跡 もみられ る。中期は向原 、北釜遺跡があ り、後晩期には柏 山 、オム

ロ前、赤 沢な ど古 い時代の遺跡 が 多い。

弥生時代 は米作が始められ 、豪族の発生につ なが る重要な時代 である。一本木 遺跡 、赤

沢山遺跡 、愛 宕下遺跡、カヤマ 遺跡等があげ られ る。

古代に入る と地方豪族が最 も栄 えた時代 とされ る古墳文化 をあげ ることが出来 る。谷中

古墳群 、鬼穴古墳群、塚原古墳 、塚 の越古墳群 、甲三 ツ段古墳群 、弘法山古墳群 、寺 山古

墳、下荒具古墳 群、久当山横穴古墳群、沼和 久横 穴古墳群などがあ る。

さて大和久遺 跡 と同一時代 と考 えられる奈良 ・平安時代の遺跡 は矢吹町全町に所 在 して

いると考え られ、重なもの を挙 げると明新地 内の 乙江沢遺跡 、神 田地内の岡の内遺跡 、谷

中地内の谷 中遺 跡、三城 目地内 の吉作遺跡 、古 舘遺跡 、中畑地 内の行馬遺跡、下荒具 遺跡 、

国神遺跡、松 倉地内の寺山遺跡 、田内地内の芹 沢遺跡 ・北の内遺 跡、柿之内地内の上 ノ原

遺跡それに大和 久地内の三峯森遺跡 、堰 ノ上遺 跡 、狐石遺跡 をあげ ることがで きる。

大和久の三峯森 ・堰 ノ上 ・孤石 の3遺 跡は昭 和45年 夏東北 自動 車道の建設に伴 って、事

前に発掘調査が 行なわれ た。
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狐石遺跡

昭和45年6月 発掘調査が行 なわれ た遺跡は、隈 戸川西岸の東面 した斜面に発見 された遺

跡である。

4基 の住居跡が あ り平安時代前期 と考えられ、土師器、須恵器 、釘 、耳皿等が発見 され

ている。1号 住居 跡7m四 方の竪 穴住居、2号 住居跡は南北5．6m、 東西3．7mの 隅丸方形 、

3号 住居は2号 住 居 と切合 ってお り、4．8m×4mの 竪 穴住居、4号 住居 は3m四 方の小形

な竪穴住居である。

井戸尻遺跡

隈戸川を見下 ろす丘陵の舌状 台地上にあ り、水 田 との比高は10mに 及ぶ高さであ る。2

基 の住居跡があ り1号 住居は東 西5．2m× 南北4．8mの 堅穴住居であ る。 これに切合 う2号

住居跡は北西部 で切合 っているが大 きさは不明であ る。遺物 は土師 器の杯、長甕が出土 し

ている。

堰の上遺跡

昭和45年5月 調査が行なわれ た。遺物は奈良時代 末か ら平安 初期にか けての遺物 が出土

している。住居跡は2基 で1号 住居跡は1辺 約4mの 隅 丸方形の竪穴住 居である。2号 住

居跡は1号 と切合 い1辺4．5mの 竪 穴住居である。

第3節 文献 に残 る矢吹 の古代 と中世

古代陸奥国は現在の東北地方6県 の範囲であった。大化の改新に よ りは じめて置かれた

国 を道奥国 と呼ん だという。和 銅5年 出羽国が陸奥 国か ら割かれ 、養 老2年 （718）には陸

奥国 を3国 に分割 し陸奥、石城 、石背の3国 を置 いた ことが続 日本 紀に より明らかであ る。

石背国は 白河 、石背 、会津 、安積 、信夫の5郡 か らなっていた。 しか しこの石背国は永

くは続かず約10年 後 には再 び陸奥 国に合併 された と考 えられ、以 後石背国の記事は 史書に

は出て来ない。

白河郡は陸奥 国では一番大 きな郡 で、17郷 を有 して大郡に位置 付け られている。大村郷 、

丹 波郷、松 田郷 、入野郷、鹿田郷 、石河郷 、長田郷、 白川郷 、小 野郷 、駅屋郷 、松戸郷 、

小田郷、藤 田郷 、屋代郷 、常世郷 、高野郷 、依上郷か らなっている。

白河郡の郡家 は泉崎 村関和 久にあ る関和 久遣跡で あることが、福島 県教育委員会 の永年

に渡る調査 によ り明 らかに され た。

矢吹地方は和名類聚抄 などの古 記録に残された郷 名か ら推定す るならば、東部 は松 戸郷 、

西部は小田郷 に所属 していたもの と考 えられ る。

東部松戸郷 に所属する地域 は中畑 を中心 とした地域 、小田郷は 白河市の小田川、大田川
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矢吹町 の大和久、矢 吹 など と考え られて いる。特に大和 久地区は遺跡の 多い地域 で、東北

自動車 道の建設に伴 な う遺跡の発掘調 査に よ り、「狐石 遺跡」「井戸尻遺跡 」「堰 ノ上遺跡」

「三 峯森遺跡」な ど古代 の遺跡が付近に在 ることが明らかで あった。

古代 の奈良平安 時代 、陸奥 国の南部 は 中央 の阿部 ・大 伴氏の勢力下 にあ り、神護景雲3

年 （769） 安積郡の丈部 直継足 （はせつかべ あたいのつ ぐた り）、信夫郡の 丈部大庭が阿倍

安積 連、阿倍信夫臣の姓 を賜わり、宝亀3年 （772）白河郡 の靱 大伴部継人 （ゆきおおとも

べ のつ きひと）が靱 大伴 連の賜姓 をうけ ている。

平安 時代に入ると延 暦16年 （797）白河 郡の大伴白河連の 賜姓、安積郡の丸子部古佐美 ・

大田部 山前への大伴安積 連の賜姓 、次 いで嘉祥元年 （848）白河郡の郡司奈須 直赤竜、岩瀬

郡の權 大領丈部宗成 ・信夫郡の大 田部 月麻 呂等が阿倍陸奥 臣の姓 を賜って いる。

この こ とについて矢 吹町 史は、これ らの事実は安積 ・岩瀬 ・白河の地域の郡 司や豪族 た

ちが阿倍氏の勢力下 にあ ったことを示す 。同族の関係か らこれら諸豪族が北奥の六郡の 司

安倍氏 に連携 して共 同の軍事行動 を採 った可能性は、か ならずしも皆無 とは いえないとし

なが ら も、現実 には安 倍氏の勢力が それ ほ ど南下 してい ない と考 えている。

大和 久遺跡の古代集 落跡 と阿倍氏の関 係は明 らかでは ないが、白河郡の支配下にあった

古代遺跡 と考えられ よ う。

古代末 になると陸奥 国の豪族の動 きが はげ しくな り、何 回かの東征が行な われるように

なる。特に矢吹と関係 のあ る前九年の役は 、源頼義が天皇の命 により11万騎 の大軍 を率 えて 、

安 倍氏 を追討す るため に陸奥国へ下 った。これを向え討つ安倍 貞任は厨 川の城 を出発 して

安 達に木戸 を立 て行方 の原に馳せ向 い、源氏を迎 え待 った。 これ を討つ駿 河国の住 人高橋

大蔵太夫は500余 をもって 白川関 をうち越 え、行方原に攻め込み安倍貞任 を攻め敗った と

い う。

この前九年の役の功 に よって石川庄 を賜 った石川氏は、源頼義に従って厨 川の戦で戦功

を立て た石川頼遠は河 内国石川郡に住 していたが、康平5年 （1062）56才 で戦死 した。そ

の子 有光 も父 とともに従 軍 し、戦功 を立 て功に よって従五位 下安芸守に任ぜ られ 、石川庄 を

賜 り、藤 田に城 を定め た。

石 川氏 と矢吹

記録上に石川氏 と矢吹 の関係が出て くるのは鎌倉時代 に逆のぼる と考 え られ、承元3年

（1209）に矢吹地区の堤 ・給当が石河庄 として記録に出て くる。

大和 久郷

大 和久は中世 を通 じて白河郡に属 して お り、石川郡 には 所属 したこ とは無かった。宮城

県古 川市熱海孫十郎 氏所蔵の関東下知 状に可令早結 城摂 津守盛広領知令可 、陸奥国白河
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庄□富 （宮 ？）沢 ・真 角 ・大和久 ・葉太 ・大田河 ・小 田川 ・跌増 ・赤丹沢等郷 ・田中 ・鈎

尾 ・飯土用 ・深谷等村地 頭職事、

□申状者、去年十一 月十二 日富沢郷宿所 炎上之刻、彼譲状 文等紛失云々、爰如 白河上野

前司宗広今年文保二年正 月□請文者 、当所 等相伝知行相違 無、且去年十一 月十二 日盛広□

炎上 之条 、無異儀調度 ・証文等紛失之由 、之 承云々 起請詞之 略者 、不 及子 細 、早守先例

可令掌 、之状依仰下知 件如

文 保二年二月十六 日 相模守平朝 臣 （北条高時 ）

武蔵守平朝 臣 （北 条貞顕 ）

（文保2年 －1318－ 鎌倉 幕府が白河庄 富沢以下の郷村 に対す る結城盛広の領知 を認めた下

知状。 矢吹町に属す る大和 久郷が白河庄の 内として結城 氏の所領であったこ とを示す もの

である。）

さてこのよ うに中世 の矢吹地方はその大部分は石川氏 の領地 であったの に、石川氏の仙

道の拠 点矢吹に隣接 して、白河北結城 氏の 出城が大和 久に あったことは興味 深い ものが あ

る。 また文禄3年 （1594） 「蒲生領高 目録」 でも三城 目 ・大和久は白川郡 とな っている。

第2章 調査の経緯

第1節 調査に至 るまで

東北 自動車道矢吹 イン ターチェンジの北方 に当り、大信村 に通 じる県道 の北西方に位置

す る丘陵地帯に、広が る中世の館跡 として知 られている。

ここに地元の矢吹町 中町、県南開発KKが 工場用地 を開発す る計画を立 て、矢吹町教育

委員 会に遺跡の調査につ いて協議 を行な った。矢吹町教育委 員会が現地調 査 を行ない、館

跡 については、矢吹地 方の歴史上非常に貴重 な遺跡であ るため、本丸を中心 とす る地域一

帯 を開発工事から除外 し、現況のまま保存す ることと した 。

次 いで本丸を中心 と して広がる東部地域 の平場の遺跡所 在調査 を実施 した ところ、土 師

器 、須恵器等の破片が 発見 され、散布地 として予備調査 をす ることとした。

第2節 試掘調査

昭 和57年4月19日 か ら4月24日 まで5日 間の予定に実施 することとし、平場全体に2m

四方 の トレンチを19ヶ 所設定する。全体的 に黒色の腐食土 が深 く、遺構の検出 は困難であ

ったが13号 ・14号 ・15号 ・17号の各 トレンチに掘立柱の掘 方 と考えられる遺構が検出され、

今 回予備調査 を行 なった平場には、古代 の遺跡が所在す る可能性が強 くな ったため、 日を
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あ らためて発掘調査 を実施するこ とに決定 した。

第3節 本調査 （昭和57年 ）

5月21日 ～5月27日

大和久三角点 を確認 し遺跡及び館 跡に基準杭 を設定 する。次いで基準杭にレベ ルを移

し記録する。

平行 して遺跡 全体 の立木の伐 採 を進める。 さらに一 班を編成 し中世 の大和久館 の遺 構

を平板測量によ り作業 を進める。

5月28日 ～5月30日

館跡に通じる東道型の平板測量 を実施併せて立木 伐採を行な う。

5月31日 ～6月5日

遺跡の伐採立 木の 整理及び伐 根 の ため、バ ックホー1台 、ブル トーザ ー1台 を使 用 し

作 業を進める。

6月7日 ～6月25日

館跡本丸及び西部 道型の平板 測 量 を行なう。

6月28日

大和久遺跡調査 実施の為、テ ン トを設営し発掘作 業用具 等を搬 入す る。

6月28日

バ ックホー1台 、ブル トーザー1台 の計2台 に よ り残土整理を行な い、グリッ トを設

定 する。 グリッ トは遺構が存在す る と考えられ る平場 を中心 とす る平坦地に重点的に設

定 したため、地 形 に応 じて杭 を打 っ た。

グリットは東 西6、 南北5と し、一辺10m四 方 とし、No．1～No．26まで設定 した。

6月30日

遺跡の中心 と考 えられるNo．6か ら素掘 を実施。

7月1日

No．18、No．11、No．12、No．16の素 掘 作業 を実施 した 。

7月2日 ～7月15日

前 日来、素掘 を引続 き実施 し、精 査に移る。No．19、No．20、No．21、No．22の各 グリッ ト全

面に柱穴 を検 出す る。

7月16日 ～7月20日

前 日まで精査 に よって検出 され た柱穴 を含む ピ ッ トを半裁 し、セ クシ ョンの線引 きを

行 な う。
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7月21日 ～7月23日

各柱穴 ・ピットの断面 図の実測 と平行 し、各柱穴 ・ピッ トの平面図の実測 を行な う。

第3章 発見された遺構 と遺物

第1節 遺構 古代

遺跡全体 に柱穴及びピ ッ トが検 出されたが 、竪 穴住居は1棟 も発見されなか った。

柱穴 を持 つ建 物跡は3棟 、使途不明 ピッ ト2基 である。それ以 外の柱穴は建物 として考 え

るのは資料不 足であるため 、遺構が明らか な建 物 についてのみ述 べ ることとしたい。

第2図 大和久遺 跡 グ リット図
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1黒 褐 色土 粘 りが有 りしまり良 し ・混 りは少 ない

2黄 色土 ローム粒 と茶褐色土の混 り ・しまり良 いが

粘 りが少ない

3黒 茶褐色土 しまりが弱 く少量 のローム粒混入

1茶 褐 色土 砂粒を多く含み木炭粒が若干混入 ・しま

り良 く粘 り弱い

2黄 茶褐 色土 褐色土に2～4cmの ローム片 とロー ム

粒 が多数 混入 ・しまり良

3黄 茶褐 色土2と ほぼ同 じで ローム片の大 きさが小

さ くしま り良

4黄 褐色土2よ り褐色土が多 くローム片はやや少 ない

5茶 褐 色土 若干のローム片 とローム粒が混入 ・粘 り

が有 りしま りやや弱い

6茶 褐色土 褐 色土にロー ム粒 と若干の砂粒が混入 ・

粘 りが有 るがしまり弱い

1茶 褐色土 砂粒が多 く若干 のローム粒混入・しまり良

2茶 褐色土1よ りローム片が混 入 ・しまり良

3黄 褐色土 褐色土にローム粒 混入 ・しまりやや 弱い

4黒 褐色土 若干のローム粒混 入 ・粘 りが有 りしまり

やや良

5黄 褐色土 ローム粒ローム 片が 多く褐色土が少量混

入 ・しまり弱 く粘 りも弱 い

6黄 褐色土5よ りローム片が大 き くしまり弱い

1茶 褐 色土 砂粒を多く含み しま り良

2茶 褐 色土 砂粒を多く含み2～3cmの ローム粒 を少

量混入 ・しまり良

3黄 茶褐 色土 茶褐色土にローム粒 ローム片50％ 程 度

混入 ・しまり良
4褐 色土 と黒褐色土にローム粒混入 ・粘 りが有しま り良

5茶 褐 色土 しまり弱 くローム粒 ローム片が若干混 入

6黒 褐 色土 砂粒分が少な く粘 りが有 りしまり良

第3図SB01（1号 建物跡）実測 図
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建 物 跡

SB01（1号 建 物跡）

調査区南西部 に検 出された。間数 は南北3間 、東西2間 で主軸方 向はN12°Wで ある。間

尺は平均8尺 ほ どである。柱 穴掘 り方の大きさは平均1m×1m前 後柱痕平均20cmで 、今

回調査の建物の なか では最も大 きいものである。掘 り方の深 さはP1を 除いて四隅が深 い。

この中間の柱穴はやや浅 く掘 られて いる。

SB02（2号 建物跡）

調査区東部 中央に検出され た。 間数は東西 ・南北 がそれ ぞれ2間 で、主軸方向はN7°W

である。間尺 はいづれ も2．1m（7尺 ）である。柱掘方はP4・P8を 除いてその大 きさ

は50cm四 方である。柱痕 はいずれ も20cmあ り掘方 の深さはP7を 除いて四隅が深 くその間

はやや浅い。P8・P4は 柱痕 は他 と同 じく20cmあ り深さは10cm前 後 と浅い。間柱 か、何

等 かの入口施 設 があ ったものか と考 えられる。

SB03（3号 建 物）

調査区東部に検 出された。間数 は南北3間 、東西2間 で主軸方向 はN3°Wで あ る。間尺

は平 均に1．8m（1間 ）である。 柱穴掘方の大 きさは平均50cm四 方 あ り、柱痕は25cmと 他

の建物よりはやや太 い。掘 り方 の深 さは西側の 隅柱P1、P7が やや 深 く東側隅柱P6 、

P3は 浅 く、東側 中間のP5が 深い。

SA01

SB01（1号 建物）に伴 なう棚 と考えられ る遺構 である。柱 間2間SB01か ら北方

2．8mに あり掘 り方 は平均70cm前 後 あ り、柱間は西側1．5m、 東側1．8mと 一定 していない。

SA02

SB02、SB03の 北方9mに あ り、東西3間 の棚 と考えられ る遺構である。柱 間約

1m、 柱穴掘方は60cmと 小 さい。SB02、SB03と の関係は不 明である。

SK01（1号 土坑）

遺跡 の西部か ら検 出された土坑 で、東西2．65m 、南北1．9m、 深 さ67cmの 楕円形 を呈 し

て いる。断面形 は船底状を呈 して い る。セクションに表 れた土層の堆積状況は、黒 色土の

―9―



中に ロームブ ロックが混入してい るところか ら考 えて、人工的に埋 没 したもの と考 えられ

る。遺物は1点 も検出されないため時期は明 らかでない。 また土坑 の用途等 も不 明 である。

SK02（2号 土坑）

遺跡の北部 に検 出された土坑 で 、直径1．4m、 深 さ50cmの 土坑 である。土坑 内の土層は

砂質シル ト質 である。遺物は1点 も発見されず、時期 は明らか でな い。また土坑の 用途等

も不明であ る。

1号 土坑内堆積土

1茶 黄色土 （ロー ム粒に茶褐色土が 混入 ・しまり弱 く粘

りがやや有 る）

2茶 黄色土 （1と ほぼ同じ色かやや 暗い）

3黄 色土 （1よ リローム粒が大 き く色が明るい）

4黄 色土 （3と ほぼ同 じ・若干色 が暗い）

5黄 色土 （3と ほぼ同 じで底部近 くでロームブロッ クが

混入）

6暗 茶褐色 土 （暗褐色土にローム粒が若干混入 ・しまり

弱い）

7暗 茶褐色 土 （6と ほぼ同じでローム粒が上部に多い ）

2号 土坑 内堆積土

1暗 茶褐 色 （砂質シル ト ・粘 性 し

ま りな し ・砂粒を多く含む）

2黒 褐 色 （粘性シル ト・粘 性 しま

り有）

3黄 褐 色 （シル ト・粘性 しまり有 ）

4明 茶褐色 （シル ト・粘性 しま り

やや有 ・木の根を多く含む ）

第4図 土坑 実測図
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第5図 遺構配置図
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第2節 大和 久遺跡の遺物 につ いて

大和 久遺跡 か ら発見された遺 物は 、すべてが掘 立柱建物に伴 な うものである。従 って遺

構 と遺物の共伴 関係が不明な もの もある。

土器は土師器 と須恵器が遺構 全面 から検出されてお り、土師器 は杯 形土器、甕形 土器 を

主 とし、須恵器 は甕形土器、壺 形土器 、高台付杯 等が 検出されてい る。

土師器の杯は 内面黒色処理 をほ どこしたもの と、両 面黒色処理 の ものが あり、有段 丸底 、

丸底、底部、体部 回転ロクロ調整 の ものが検出され ている。

特に1点 で あるが漆紙付着の土 師器の破片が検 出 されているこ と付記 してお く。 また

縄 文土器の破片 が数点検出されて いる。

〔土 師 器 〕

坏1（ 第6図 ）

全体の約1／7の破 片 を復元実測 した。底部 より口縁部 にかけて広が りを もつ。外面 体部 に

はっ きりとした段 を有する。内面 に軽い稜線が見 られ る。外面の段 よ り上部は横ナ デ 、下

部 はヘラケズ リ調 整が施されてい る。内面は黒色処理 後、多方向の丁寧 なヘラ ミガキが施

されている。色調 は外面白黄褐色 で焼成は堅い。

坏2（ 第6図 ）

グリット14、2層 より出土、全体 の約1／3残存を実測 した。外面体部 のほぼ中央 に軽 い段

を有する丸底の杯 である。 口縁部 は直線的な広が りを持つ。段 よ り上部 は横ナデ 、下部 は

手持 ちヘ ラケ ズ リが施されてい る。内面は黒色処理後 、底部は 多方向 のヘ ラミガキ、体部

は横一方向の丁 寧なヘラ ミガキが施 されている。色調 は、外面黄茶褐色 で焼成は堅 い。

坏3（ 第6図 ）

グリット15、 ピ ッ ト8よ り出土 、全体 の約1／9の破 片 を復元実測 した。底部 より口縁部 に

かけて広が りを もつ坏である。外 面体部 のほぼ中央 に、軽い段 をもつ丸底 の杯 と思 われ る。

体 部中段に技法上 の キズ痕あ り。段 より上部は横ナ デ、下部 を手持ヘ ラケズリを して いる。

内面は体部、底部 共、横一方の丁 寧な横 ミガキが施 され、黒色処理は されていない。 色調

は内外面共、明橙 褐色で焼成は堅 い。

坏4（ 第6図 ）

グリット15、2層 より出土 した一 片 と、グリッ ト7、2層 より出土 した一片の接 合 で、

全体 の約1／7を復 元実測 した。底部 よ り口縁部にか けて広が りをもつ坏 である。外面体 部の

ほぼ 中央に軽 い段 を もち、底部 は丸底 を呈す る。体 部 の中程に技法上 の キズ痕が見 られ る。

外面体部の段 よ り上部に横ナデが 施 され、底部はヘ ラケズリされ てい る。内面はヘ ラ ミガ
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キが施され、黒色処理 はされていない。 色調は内外面共 、黄褐色 で、胎土は粗 く、焼成 は

堅い。

坏5（ 第6図 ）

グリット15、2層 よ り出土 した一 片 と、グリッ ト21、 ピット内よ り出土 した一片の接 合

で 、約1／5残存の破片 を復元実測 した。底部は残存 が少 ないが、外面体部 に軽い段 を有す る

丸底の坏と思われ る。口縁部は立 ち上が りが短か く、内反気味である。外面段上が横ナ デ、

下 部 をヘラケズ リ している。内面 は黒 色処理後、丁寧 なヘ ラミガキが施 されている。 色調

は灰褐色を呈 し、焼 成は良好である。

坏6（ 第6図 ）

グ リット20、2層 よ り出土 した約1／7残存の破片 を復元実測 した。残 存が少ないが 、外面

体 部に軽い段 を有す る丸底の坏 と思 わ れる。底部 より丸み をおびて立 ち上が り、口縁部 で

わずかに外反す る。 外面段 より上 は横 ナデ、下部 をヘ ラケズリして いる。内面は黒色処理

後、不定方向への丁 寧なヘ ラミガキが施 されている。 外面色調は白黄褐 色 を呈し、焼 成は

良好だが、胎土はやや粗 い。

坏7（ 第6図 ）

グ リット7、2層 よ り出土し、全 体 の約1／5の破 片 を復元実測した。 若干丸みをおび た体

部 か ら、直線的に立 ち上が り、短 い 口縁部 をもつ皿状の坏 と思われ る。外面底部にヘ ラケ

ズ リが施されてい る。外面中程 に軽 い稜線が見 られ る。 内外共、黒色処 理後、ヘ ラ ミガキ

が施 されている。 焼成は良好で堅い。

坏8（ 第6図 ）

グ リッ ト15、2層 より出土 し、全体 の約1／9の破片 を復 元実測 した。偏平 な体部 と、わず

か に外に開いた短 い立 ち上が りの 口縁 部 をもつ皿状 の坏 と思われる。 内外共、黒色処理後

ヘ ラ ミガキが施 され ている。焼成は 堅 く、胎土 は緻密 である。

坏9（ 第6図 ）

グ リッ ト15、2層 より出土 した約1／4の破 片を実測 した。底部は平 底風丸底 を呈 し、体 部

は 口縁部へゆるい丸 味 をもって立 ち上 が り広が る。 外面 口縁部は横 ナデ 、体部は手持 ちヘ

ラケズリ、内面は丁 寧なヘ ラミガキが施 されてい る。 焼成は良 く堅 く、胎土は密 である。

色調 は内外面共 、橙褐 色を呈 してい る。

坏10（ 第6図 ）

グ リット21、 ピ ッ ト10内より出土 した約1／9の破 片 を復 元実測した。底部 より口縁部へ 丸

み をもって内彎気味 に立ち上がる。成 形はは っきりしない。調整 は外面ヘ ラケズ リ後 、丁

寧 な内面体部、多方 向へ のヘラ ミガキが 施されている。焼成は良 く堅 い。内面は黒色処理 が
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施され てい る。

坏11（ 第6図 ）

グリッ ト15、2層 よ り出土 、全体の約1／5の破 片 を復元実測 した。体部は丸味 をお びて、

口縁部にか けて若干内彎す る。底部は平底の坏 で ある。外面底部 か ら、立 ち上が りの体部

面には っき りしたヘ ラケズ リ痕 が見られる。 外面底部 と体部 の境に稜線が見 られ る。内外

面共黒色処理 後、ヘ ラミガキが施 されている。器 厚がある。焼 成は良好で堅 い。

坏12（ 第7図 ）

グリッ ト7、2層 より出土 した一片 とグ リッ ト15、 ピット10内 より出土 した約1／6の破 片

を復元実測 した。底部は平 底 、底部 と体部 のみの破 片である。体 部の一部に軽 い段 が見ら

れる。外面 は手持ちヘラケ ズ リされ、内外面 共 黒色処理の後、ヘ ラ ミガキが施 されている。

焼成は堅 い。

坏13（ 第7図 ）

グリッ ト15、2層 より出土 した約1／3の底部 、体部 を復元実 測 した。底部は平底 の坏 であ

る。外面 は底部、体部共手持ヘ ラケグリされ、 内外面に黒色処理 が施 され 、底部 外面は横

へのヘ ラ ミガ キが施 されて いる。焼成は良好 で 、胎土はやや粗 く、断面色調は茶褐 色。

坏14（ 第7図 ）

SB01、 ピット7内 より出土した約1／6の底部 、体部を復 元実測 したが、破 片で小 さい。

外面体部 は手持ちヘ ラケ ズ リされ、内外面共 、黒 色処理が施されて いる。焼成 は良好で、

胎土は緻 密 である。

坏15（ 第7図 ）

SB01、 ピット1内 より出土。底部か ら体 部へ約1／3残存 、口縁部が欠損の もの を実測

した。底部 よ り体部へ内彎 気味 に立 ち上が る。底部 、体部共手持 ちヘ ラケズ リされ、内面

が黒色処理 の後、ヘ ラミガ キされている。 外面色調 、黄褐色 で胎土は粗い。

坏16（ 第7図 ）

グリッ ト15、2層 とSB01、 ピッ ト9内 よ り出土 した破 片の接合 （底部 と体部 ）の約

1／
4を 復元実 測 した。底部 は平 底の坏である。外面 の底部 と体部 下端に手持 ちヘ ラケズ リが

施 されて いる。色調は白黄褐 色で、焼成は普 通 で胎土はやや粗 い。

坏17（ 第7図 ）

グリッ ト15、2層 とグ リッ ト15、ピット6内 か ら出土 した破片の接合で約1／4を実測 した。

底部 より口縁部へ直線的に外彎 する坏である。 ロクロ成形による。外面体部 は回転 ヘ ラ調

整が施 され、体部下端に調整 時のキズ痕が 見 られる。底部は残存が少な く不 明である。内

面は黒色処 理後、横一方向 の丁寧なヘラ ミガ キが施 されている。 外面色調 は白褐 色で、焼

―14―



成は普通 で胎土が粗 い。

坏18（ 第7図 ）

トレンチ11、2層 よ り出土 した体部 と底部のみ約2／3を実 測 した。底部 よ り口縁部に、直

線的 に広 が りを持つ。 ロクロ成形 で、底部 と体部下半 に回転ヘ ラ調整が施 され、切 り離 し

は回転 糸切 り痕 を残 し、底部にヘ ラ状工 具に よる線刻が 見 られる。内面は 黒色処理後、底

部 に横 一方向、体部は 多方向へのヘ ラ ミガキが施されてい る。焼成は良好 、外面色調は橙

褐 色 を呈する。

坏19（ 第7図 ）

グリッ ト6、2層 よ り出土 した約1／3の小型の坏を実 測 した。平底か ら直線的に外斜 して

立 ち上 がる。外面に粘土巻 き上 げ痕 がみ とめ られ、軽 いナデが施されて い る。内面は 口縁

部 は横ナデ、体部か ら底部 に、ヘ ラ状工具 による沈線が等間隔に施 され 、放射状を呈す る。

底部切 り離 しは不 明であるが、手持 ちヘ ラ調整痕がみ られ る。色調は内外面共 、明橙褐 色

で 、内面 口縁部にス ス状の付着物がみ とめ られる。焼成 は良好である。

坏20（ 第7図 ）

グ リット14、2層 より出土 した約1／4、体部、口縁部 のみの破 片を復元実測 した。内外面

共 、ロ クロの線が数本み られる。内面 は黒色処理が施 されているが、磨滅 がはげしく器厚

が 薄い 、焼成は悪 く、胎土が粗い。色調 は 白黄褐 色である。

坏21（ 第7図 ）

グ リット19、2層 よ り出土 した約1／3の小型の坏 を実測 した。底部は平底 で、 口縁部がや

や 外彎 気味 に立ち上が っている。全体 的に 肉厚で、外面体 部は横ナデ、底部 はヘ ラケズ リ

が施 され、内面はヘ ラ ミガキが されて いる。明黄褐 色で焼成 は良好である。

壺型土器22（ 第7図 ）

グリッ ト15、2層 よ り出土 した小片の 断面を実測 した。形は不明だが壺 型土器 と思われ

る。外面に縦線のヘ ラケ ズリ痕が一部 にみ られる。内面はヘ ラ調整が施 され ている。色 調

内外面共 、明橙褐 色で、胎土はやや粗 い。焼成は普通。

甑

甑 の底部1／2の破 片である。竹管の様 な もので数個の穴が あけられてい る。
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第6図 土師器実測図
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第7図 土師器実測図
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〔須 恵 器 〕

甕1（ 第8図 ）

グリット15、2層 よ り出土 した。頸部 、口縁部の約1／5を復元実 測 した。器形は口縁部近

くで大 きく外 反 し、口唇部で垂直 に立ち上る。胎土は全体 的に緻密 であるが若干の小礫が

含まれている。焼成は良好で、色 調は外面青黒色、内面青緑色 を呈 している。 内外面 に自

然釉がかか っている。

高台付坏2（ 第8図 ）

底部 と体部約1／3、口縁部一部残 存の破片 を接合 し復元実測 した。底部周辺に若干 張 り出

した低い高 台を有する坏であ る。 底部よ り口縁部に直線的に広 が りを持つ。体部下半 に輪

づ み痕が見られる。底部は内外面 共回転ナデ調整が施 されている。内面一部に熱 による斑

点が見られる。色調は内外面共 黄褐色、胎土 は緻密 である。焼成 は悪 い。

甕3（ 第8図 ）

グリット15、2層 より出土 、頸部 、口縁部の約1／8の破 片を図上復元 した。器形は頸部 で 「く」

の字状に外反 し、 口唇部下端に小 さ くつまみ出 され た状態で口唇部に一条の沈線 を巡す。

胎土は全体的 に緻 密で若干の小礫 が含まれてい る。焼成は良好で、色調は外面黒青 灰色、

内面青茶灰色 を呈 している。

坏4（ 第8図 ）

グリットN、2層 より出土底部 と体部の一部約1／6を復元実測 した。底部周辺 に外方に張

り出す高台を有 し、底部か ら、ゆ るやかに内彎 して体部 に至る。高 台はハ リツケによる。

体部は内外面共回転ナデ調整が施 されている。焼 成は良好で胎土は若干砂粒 を含み、色調

外面灰褐色、内面灰黄褐色 を呈 している。

壺5（ 第8図 ）

グリット2北 よ り出土 した。体 部下位 （高台部 欠損 、底部一 部残存 ）のみ約1／2を実測 し

た。底部 より弱 い丸み をもって立 ち上がる。体部下 半は内外面共 回転 ナデ調整が施 されて

いる。高台はハ リツケによる と思 われる。底部切 り離 しは不 明、体部外面に 自然釉 がかか

り、水引 き痕 が見 られる。胎土 は砂粒及び小礫 を含 む。色調外面は黒青色 、内面青 灰色を

呈する。

甕6（ 第8図 ）

グリット2、2層 より出土 した。頸部はゆるやか に外反し、 口縁部手前 で下方に折 り返

し端部に至 る。手法の特徴 として は回転ナデ調整が施 されてい る。 焼成は良好で堅緻 。胎

土 は緻密であ り外面一部に 自然釉 がかか り、仕上 げは比較的丁寧 であ る。色調は 外面青灰

色、内面灰色 を呈 している。
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蓋7（ 第8図 ）

グリッ ト15，2層 よ り出土 した。小片の接 合、約2／3を実測 した。鈕部欠損 で、天井部は

なだ らか な脹 らみを持 ち、 口唇部で垂直 を呈 す。内外面共回転横ナデ調整 の丁 寧な水引き

痕 を有す る。色調は内外面共黒灰色、一部 白黄灰色を呈 して いる。焼成が悪 いが胎土は緻

密であ る。

壺 型土器8（ 第8図 ）

グリッ ト12、 ピット4内 より出土 した頸部 が短い壺形土器 と思 われる。頸部 と口縁部の

約1／5の破 片を図上復元 した。体部よ り頸部へ ほぼ直立気味の 口縁部 をもつ肩 の張 る坏 と思

われ る。仕上 げは比較 的丁寧 で体部内外面共 ロクロによる回転 ナデ調整が施 されている。

焼成は良好 、胎土は緻密 だが若干小礫 を含む 。色調は外面黒褐 色、内面橙茶褐 色 を呈 して

いる。

坏9（ 第8図 ）

グリッ ト15、2層 よ り出土 した底部 と体部下 位約1／2の残存 を実測 した。底部 より体部へ

緩や かに立 ち上 り全体 の形の割合には底部が 大 きい杯である。底部は回転ヘ ラ切 りで切 り

離 し、外面体部下端 と底 部にヘラ調整が施 されている。内面底部 に丁寧な水 引 き痕が見 ら

れる。焼成は良好で胎土 は緻 密である。色調 は内外面共白灰色 を呈す。

壼10（ 第8図 ）

グ リッ ト25、2層 よ り出土、口縁部の破 片約1／8を複元実測 した。口縁部へ大 き く外反 し、

口唇部 はほぼ垂直に立 ち上 がる。 口縁部 内面 に一 条の稜 線を有 している。色調 は青灰色を

呈 し、胎土に砂礫が若干含 まれている。焼 成は良好。

高台付坏11（ 第8図 ）

グ リッ ト2、2層 とグ リット22、1層 よ り出土 した破 片の接 合約2／3を実測 した。体部は

ゆるや かに内彎しなが ら立 ち上 り、高 台は若 干外に反る。畳 付部は平で安定 して いる。高

台はハ リッケによる。一部底部に歪みが見 られ る。底部 内外面共回転ナデ調 整が施 されて

い る。焼 成は良好で堅緻 、胎土に砂粒 と若干 の礫 を含 む。色調 は内外面共青 灰色 を呈 して

い る。

甕12（ 第9図 ）

グリッ ト2、2層 よ り出土 した体部 と口縁部 が現存約1／4を複 元実測 した。頸 部は体部よ

り強 く外 反し口縁部に至 る。外面は縦線の平行 叩 き目紋が見 られ、内面は輪 ずみの接合痕

がかすか に残 る。体部上 位か ら頸部にかけてヘ ラナデ調整、 口縁部は丁寧 な水 引 きによる

横ナデ調整が施 されてい る。色調は内外面共青 灰色、焼成は良 好で胎土は若干 の砂礫を含

む。

―19―



第8図 須恵器実測図
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甕13（ 第9図 ）

グリッ ト2、1層 よ り出土 した破片の断 面を実測 し外面 を拓影 した。外面に大 きな波状

紋が三段に施され、 口縁部 は強 く外反 し、口唇部 で三角 形断面 をなす。焼 成は堅緻 で胎土

に砂粒 が 多量に含 まれ る。色調は内外面共青 紫色 を呈 してい る。

甕14、15（ 第9図 ）

2片 共甕の頸部上位の破 片で、14はグリ ット2、15は グ リッ ト14の1層 よ り出土 している

が同一個体 である。口縁部 は強 く外反 し、すべ て頸部 に波状紋が施されて いる。焼成は良

好 で堅緻 。胎土は砂粒 と小礫 が多量に含 まれ 、色調は内外面共青灰色を呈 している。15は

外面一部 に 自然釉がかか る。

甕16、17、18（ 第10図 ）

グ リッ ト2、11、14の2層 よ り出土 して いる。16は 外面 は格子叩き目紋 、内面同心円叩

き目紋 を施 す。17は 外面縦線 の平行叩 き目紋 、内面ヘ ラナ デお よび同心円 叩き 目紋を施す 。

18は 外面平行 叩き目紋 、内面 同心円叩 き目紋 を施す。三点 共大甕の胴部の破 片である。焼

成は堅緻 で色調は灰色を呈 している。

〔石 器 〕

砥石1（ 第11図 ）

グ リッ ト15、ピッ ト8内 よ り出土、石 質は泥板岩で長方体 をなす。背面 は欠損 していて、

三面研磨 の部分が残存す る。表面は数 本の線刻痕が観察 される。巾5cm、 現在長 は12cm。

砥石 ｛提砥 ｝2（ 第11図 ）

礪佩 ともいう、長方 形の板状に整形 した砥 石の一端に孔 を うがって、腰か らさげる様 に

した もの。大和久か ら発 見 された ものは灰 白色の泥板岩で 、長 さ3．6cm、巾2cmの 角の破片

であ るが 、提げ紐用の孔 の残存が認め られ るところか ら、提砥 と考 えられ る資料 である。

砥 石3（ 第11図 ）

グリッ ト25、2層 よ り出土 、泥板岩の砥石 と思われ る。研磨面 は四面で、片角が弧をえ

が く。 巾6．3cm、現在長7．5cm。
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第9図 須恵器実測 図
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第10図 須恵器実測 図
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第11図 石 器実測図

―24―



〔特 殊 遺 物 〕

古銭1（ 第12図 ）

天聖元寶 （宋 ）1023年 、宋の仁 宋天聖元年 に鋳 た銅銭である。書体は真書 と篆書 の対

銭 の始めの もので ある。宋銭は鎌 倉時代に幕府 に よって、宋国か ら輸入されてい る。

漆紙付着土師器坏2（ 第12図 ）

グリッ ト20、2層 中央 トレンチ内 よ り出土した。破片の端の部分 に軽い段がみ られ 、有

段 の坏 と思われ る。 内外面に少量 の うるし紙が付着 している。 内面 は黒色処理が施 され 、

外面は黄褐色 、胎土 は緻密で焼成 は堅 い。

鉄製 品3（ 第12図 ）

グリッ ト19、2層 よ り出土 した もの を実測 した。腐蝕 がはげ しいが鉄 くぎと思 われ る。

断面は角 くぎか丸 くぎか不明、現 在長7．5cm、巾1．6cm。

第12図 特殊遺物 実測図
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図 版





１ 大和久遺跡全景 南から

図版 １ ２ ＳＢ０１建 物跡 東から
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１ ＳＢ０ １建物跡 柱 穴断 面 （Ｐ２）

図 版 ２ ２ ＳＢ０ １建物跡 柱穴断面 （Ｐ３）
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１ ＳＢ０１建物跡 柱 穴断面 （Ｐ５）

図版 ３ ２ ＳＢ０１建物跡 柱穴断面 （Ｐ８）

―31―



１ ＳＢ０ １・ＳＢ０２建 物跡 東か ら

図版 ４ ２ ＳＢ０２建物跡 柱 穴断面 （Ｐ１）
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図
版
5
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１ ＳＢ０２ ・ＳＢ０３建物跡 東か ら

図版６ ２ ＳＢ０３建物跡 柱穴断面 （Ｐ２）
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図版７ １ 一号土坑 断面 （ＳＫ０１）
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図版8出 土 遺 物 １ －（第6図 －2） ２ －（第6図 －4） ３ －（第6図 －6） ４ －（第7図 －18）

５ －（第6図 －1） ６ －（第6図 －9） ７ －（第7図 －12） ８ －（第7図 －19）
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図版9出 土遺 物 １ －（第8図 －2） ２ －（第8図 －4） ３ －（第8図 －5） ４ －（第8図 －6）

５ －（第8図 －7） ６ －（第8図 －8） ７ －（第8図 －9） ８ －（第8図 －11）
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図 版10出 土 遺 物 １ －（甑 底部） ２ －（第7図 －21） ３ －（第7図 －22）

５ －（第9図 －15） ６ －（第9図 －12） ７－（第10図 －17）
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図 版11出 土遺 物 １ －（第12図 －1） ２ －（第12図 －3） ３ －（第11図 －1）

４ －（第11図 －3） ５ －（第11図 －2） ６ －（第12図 －2） （漆紙付着土師器坏 ）
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第2編 大和久館跡

第1章 大和久館遺構

第1節 大和 久 館の概要

中世には、大和 久郷 と称 し、鎌 倉 末期から見え る郷村名。白河 荘の うち。文保2年2月

16日 の関東下知 状 に よれば 「陸奥 国 白河庄 富沢 、直角 、大和久……深谷等地頭職事 」 と

見 え、白河荘 内の 当郷以下諸郷村 の地 頭職が結城盛広領 （北結城 ） として記載 され ている。

同下知状は結城盛 広 の所領に関す る手 継証文が焼失 したため、幕府 が惣領の結城宗広 の申

状 に任せて領掌す るよ う命 じたもの である。（熱海 白川文書）建武2年9月24日 の陸奥 国宣

案 お よび同年11月15日 の太政官符 に 「白河郡内摂 津入道々栄跡 〈除大和久郷〉事」 と見え、

結 城盛広跡の うち大 和久を除いて 結城宗広へ行 賞す ることが記 されている（結城文 書）。そ

の 後、「白河古事 考 」によれば 多賀 谷左衛尉の居住 す る大和久館が永禄 年中 （1558～1569）

に 落城 したとされ て いる。

石川 ・岩瀬2郡 の 界なれば、須 賀川 の二階堂 氏か、又は石川氏の為 に攻落 された ものか。

（白河古事考巻5）

第2節 大和 久館の立地

根小屋、現在の大 和久の集落は 旧奥州街道添 に発達 した、近世の集落 である。これは近

世 の初め、徳川幕府 の奥州街道の整備 に伴って 、中世 集落 を、街道添 に移転 させ る政策に

よ る もので、中世 の集落は現在 よ り西寄 りの井戸尻地 区の近 くに武家集落 である根 小屋が

あ ったと想定され る。東北自動車 道 の建設に伴 な う発掘調査で三峯森 、堰 ノ上、孤石 の各

遺 跡 が発見され 、大 和久館の東南 麓 に古代の遺跡が確 認された。古代の遺跡ではあるが、

中 世 も古代 とあま り生活の場所は 移動 しない と考 えられるため、これ らの遺跡のある井 戸

尻 地 区は大和 久館 の 根小屋集落 と深 いかかわ り合い を持つ と考 えたい。

第3節

南通路 （大手 口） と西通路 （搦手 口）

南通路は南か ら北 に、ほぼ一直 線に 、尾根添に通 じている。現存す る道型は約200mで

あ る。この南方に も延 びていた と考 え られる遺構 は、東北 自動車道 の工事 によって破壊 さ

れ て いるが、井戸 尻集落に続いて いた もの と想定 され る。館跡全体 の遺構 配置などか ら考

え て 、この館の館 主等 の居舘は南地 区 にあった ものであろ う。

通路の構造は、両 側 に巾5mの 低 い土塁を築 き、通路は2mの 巾を持 っている。坂の勾
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配は切 り盛 を行ない、登 りや すい構造にな っ てい る。

大手口等 の遺構については 前述のごとく不 明 であるが、館 の麓に通 じている新 城方面に

通ずる道 路 は、中世以来の会 津街道と連結 を持 つ街道 として重要な幹線 であった と考 えら

れ、根小屋 屋敷か ら大手 口等 の施 設はこの地 区 にあったもの と考 えられる。

本丸へ 通 ず る西通路 （搦 手 口）は館の西部 か ら通ずる尾根 添 えに設けられてお り、構造

も大手口通 路 と変 らない。 この通路は山城 の西 方約270mに あ る三角点 のある丘 に通 じて

お り、本丸 と搦手 を連絡す る作戦道路と考 え られるものであ る。

このほか 大和久の館山 を東 西 に横断する道 路 があるが近世 に開かれた新城 方面へ の道路

と伝 えられ て いるところか ら、この道路は直接 大 和久館 とは関係の無い もの と考 え られる。

第4節 山城跡 （本 丸 ）

本丸は標 高316mに あ り、 中心線はほぼ南 北 を示す 山城で ある。遺構 として現 存するも

のは、前述 の 通路跡 と3ヶ 所 の郭跡である。 仮 りに一の郭、二 の郭 、三の郭 と名づ けて説

明するこ とと したい。

1一 の郭

郭の主体 部 は南北55m、 東 西25mの 長方形 の地形である。 これを取 り囲む よ うに、巾3

m、 高さ1m程 の芝土居 と考 え られる土塁跡 が ある。この一 の郭の北 ・西 ・南 の3方 には

巾7m～8mの 空濠が設け られている。空掘 は1m～1．5mの 深 さである。

2二 の 郭

一の郭 の 東南部に付属 す る郭 である。その 役割等は不明であ るが、後世 馬出 しと呼ばれ

る施設 とも考 えられる。南 北15m、 東西15mの ほぼ方形の郭 で周囲は低い芝土居 で囲まれ

ている。大 手 口通路の取付 口で巾6m、 深 さ2mの 空濠があ り、橋状の施 設に よって、大

手口通路 と連 絡していた もの と考えられる。

3三 の郭

一の郭 の東下段に位置 しそ の比高3mで あ る。この平場は南北55m、 東西30mの 広 さで

ある。北側 に低 い芝土居が あ り、東側は高 さ1m程 の切 り落 しであ る。三の郭 の東部は空

濠によって囲 はれ、防御施 設 の残存が認め られ る。

4四 の郭 （腰郭）

三の郭 の東 に位置し三 の郭 か ら四の郭に は 、ゆ るい切落 しが あ り人工的な 、細 永い平場

が認め られ るが、遺構は不 明 確な点が多く、 後世の破壊が進 んでいる。
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第1図 大和久館跡全図
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第2図 大和久館跡山城配置図
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4遺 物 について

山城跡 は公園 として保存す るこ とが決定 して いるため、発 掘調査 は行なわなか った。従

って遺物 は表採 によって収集 した石 臼のみであ る。

石 臼 （第3図 ）

大和 久館 跡本丸を、昭和57年5月 、本丸の地形 測量を実施 した際 に表面採集 した もので

あ る。手挽 き石 臼の上臼で 、材 質は安 山岩であ る。全体 として風化が激 しく、 目立 ての溝

の形 とか幅 な どは明らかで はない。溝の分画数 な ど明らかでは ないが 、放射 形 と想定で き

る溝ではないか。石 臼の大 きさは復元推定直径28cm、 高 さ推 定14．5cmで ある。本資料は、

汎用手挽 臼に属するもので 、米、麦、雑穀等の粉 ひき用に使 用 され、普通一 人でひ くが、

向い合 って二人でひ くこともある。

第3図 石臼実測図
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ま と め

1．遺物について

古代遺跡の大和 久遺跡か らは 内面 黒色処理の土師器 が主として検 出されたが、縄文土器

の破片が数点発見 されている。縄文 時代 の遺構は検 出されず、その 内容等 は不明であ る。

遺物は縄文後期 の土器 と考 えられ る。

大和久遺跡 は古代 の掘立柱建物 を主 とす る。小集落 跡で他に見 られ るような竪穴住居跡

を伴わない例 の遺 跡である。

発見 された遺物 は土師器 ・須 恵器 を主 とす るが 、竪 穴住居は検出 されず、遺物 との共伴

関係は明 らか でない。

遺物は須恵器 ・土師器 ともすべ て破 片で完形の資料 は一点もない。坏 につ いては、断片

的 であるが、技法 が明 らかなものがあ り1～4類 までの特徴が認め られる。

土師器坏 （技 法か らみた分類 ）

1類 底部 が丸底で体部 の内外面 ともに段 を残 し、内面黒色処理 の非ロクロの坏 であ る。

1類 に属 す る坏は、ていねいな ミガキを施 しているのが見 られる。

2類 非ロクロの坏で、内外面 黒色処理 による。 底部は平底風丸底 を呈し、段 を有 して

いない タイプである。 内 ・外面に ミガキが 認め られる。

3類 ロ クロ調整に よる、内面黒色処理 を施 した坏 で、体部はやや 内湾気味 に立 ち上が

る器形を持 ち、体部 回転 ロ クロ調整が見 られ、底部 回転糸切 りである。

4類 発見された土器は少な く、内面黒色処理 を施 した坏の破 片である。底部 には回転

糸切 りに よる切離 し技法が認め られる。

土師器甕

遺跡全面か ら検出 されているが、遺跡が掘立柱建 物群であるため 、遺構 と遺物 の共伴関

係 が明らかでない。成形技法によ って二形式に分類 で きる。

1類 出土地点等 は不明である。非 ロクロ成 形の もので、体部ヘ ラ調整が認め られる。

2類 外面、 口縁部 ヨコナデ、胴部ハケ メが 認め られ、内面では 口縁部 ヨコナデ、胴部

ヘ ラナデ である。

手捏土器

この土器 も遺構 との共伴関係は不明 であ る。粘 土紐巻 き上げであ る。

漆紙付着土器

内面黒色処理の 内外面に段 を有す る坏の破片で ある。内面に漆紙が付着 している。漆紙

については昭和53（1978）年6月 、宮城 県多賀城跡調査研究所に於て桑 原滋郎先生に よって
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発表 され、漆 紙文書の所在が明 らかに された ものである。

今回検出された漆紙には文字等 は不明であっ た。

須恵器

高台付坏 、破 片 である、底部切離 し技法は明 らかでない。再調 整は ロクロに よって行 な

われている。

坏は底部ヘ ラ切 りを行ない、再調整 ロクロに よ り仕上げられて い る。

大和久遺 跡出土 土器 について

大和久遺跡の今 回検出され た遺構は、すべて掘 立柱の建物で、竪 穴住居は伴 って いない。

従 って検出され た土器につ いては、明 らかな共伴 関係は不明な点が 多い。

坏等から考 えて奈良時代 まで逆 ることは明 らか であると考 え られ よ う。栗囲式 ・国分寺

下層式 ・表杉 ノ入式等の時期に相 当すると考え られ る。

中世の遺物

大和久遺跡 は中世の大和久館 と復 合するこ とは すでに説明した通 りである。今回 の調査

で発見された 、中世の遺物は点数が 少なく、古 銭 と石 臼のみであ る。古銭は 「大聖 元寳」

で宋銭であ る。 宋銭は鎌倉時代 幕府 が通貨 として宋 国か ら輸入 した もの とされてい る。古

銭が発見 された のは、大和久遺跡の建物群 のあ る地域か らであ る。

石臼は、大和 久館本丸跡から表採 されたもの で ある。この石臼 は 目が放射状に刻 まれて

お り、中世 まで逆 る遺物 と考 え られ る。

遺構 について

掘立柱建物 跡3棟 、土坑2基 、柵列 と考 えられ る柱穴。

掘立柱跡 、建 物群 の時期は 出土 遺物から上限が 推定できるが 、下 限については 明確 に示

す根拠に乏 しい。

総数3棟 検 出 されているが、3棟 とも共存 した時期は無かった もの と考える。

1） 掘 り方の 形状 ・大 きさに よる。 ＳＢ０１ １辺０．９m以 上

ＳＢ０２ １辺０．５m以 上

ＳＢ０３ １辺０．５m以 上

2） 主軸方位 に よる分類 ＳＢ０１ Ｎ１２°Ｗ

ＳＢ０２ Ｎ ７°Ｗ

ＳＢ０３ Ｎ ３°Ｗ

土坑 につ いて

いずれの土坑 か らも遺物は発見 されず、その 内容 等不明な点 が 多い。
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大和久館跡

古代の記録 には 明らかにされ て いない。中世 には大和久郷の郷名が 、鎌倉末期か ら記録

に見られる。文保2年 （1318）結城盛広の手継証文 焼失記録に見 えるのが、大和 久郷が歴

史上に現われ る初 めである。城 主等記録は明らかで はないが、 「白河古事考」に永禄年 中

（1558～1570）多賀谷左兵衛が居 城 した大和久館 が落城 した記録が ある。これは、二階堂家

（須賀川城主 ）か 、石川氏によ り攻 められた もの と考 えられている。 これに よると大和 久館

は、中世 を通 じて 白河結城氏の北 方を守 る拠点 として重要な役割 を果 して いた ものであろ

う。

大和久館は 山城 と居館 ・根小屋 は分かれて居た と考 えられる。今 回の調査に よって発見

され た、本丸 に当 る山城に通ず る2本 の古道の うち、井戸尻地 区か ら北東 に通ず る道は、

居館 、根小屋 地区か ら、山城に通 ず る大手 口の通路 と考えられる。従 って大和久館の館 主・

家 臣団は井 戸尻地区に本拠 を構 えていたもの であろ う。
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図 版





１ 左．桝 形 ・右一の郭 （北 か ら）

２ 空堀 （南から）図版1

―53―



１ －の郭 ・空堀 （西北 か ら）

２ －の郭 ・空堀 （西南か ら）図版2
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１ 二の 郭 東空堀 （北か ら）

２ 石臼図版3

―55―



大和久遺跡 ・大和久館跡
発掘調査報告

発 行 昭和58年11月31日

編集 ・発行 福島県 矢吹町一本木101番 地

矢吹町教育 委員会

印 刷 福島 県須賀川市聖 田50番 地

株式会社 トキワ印刷 所


	表紙
	目次
	序文
	調査要項
	例言
	挿図目次　図版目次
	第1編　大和久遺跡
	第1章　位置と環境
	第1節　遺跡の位置と地理的環境
	第2節　歴史的環境と付近の遺跡
	第3節　文献に残る矢吹の古代と中世

	第2章　調査の経緯
	第1節　調査に至るまで
	第2節　試掘調査
	第3節　本調査（昭和57年）

	第3章　発見された遺構と遺物
	第1節　遺構・古代
	SB01
	SB02
	SB03
	SA01
	SA02
	SK01
	SK02

	第2節　大和久遺跡の遺物について
	土師器
	須恵器
	石器
	特殊遺物


	第2編　大和久館跡
	第1章　大和久館遺構
	第1節　大和久館の概要
	第2節　大和久館の立地
	第3節　南通路（大手口）と西通路（搦手口）
	第4節　山城跡
	まとめ



